
−適正使用に欠かせない情報です。必ずお読みください。−

「使用上の注意」改訂のお知らせ
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記

このたび、標記製品の「使用上の注意」を令和8年4月21日付厚生労働省医薬局医薬安全対策課長通知（課長通
知）により下記のとおり改訂致しましたのでお知らせ申し上げます。

本剤のご使用に際しましては、電子添文の各項を十分ご覧くださいますようお願い申し上げます。

改訂後（ 　　　 下線：追加記載） 改訂前（ 　　　 下線：削除）

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
2.1 ～ 2.3　現行2.2 ～ 2.4のとおり

2. 禁忌（次の患者には投与しないこと）
2.1 ジギタリス製剤（ジゴキシン等）を投与中の患者
［10.1参照］
2.2 ～ 2.4　略

10. 相互作用 10. 相互作用
10.1 併用禁忌（併用しないこと）

薬剤名等 臨床症状・
措置方法

機序・
危険因子

ジギタリス製剤
ジゴキシン
等

［2.1 参照］

心停止を引き起こ
すことがある 1）。

ジギタリス製剤
の作用を増強す
る お そ れ が あ
る。

＜改訂のポイント＞
禁忌／相互作用（併用禁忌）：「ジギタリス製剤」に関する注意事項を削除
相互作用（併用注意）：「強心配糖体」を追記
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改訂後（ 　　　 下線：追加記載） 改訂前（ 　　　 下線：削除）

10.2 併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・
措置方法

機序・
危険因子

強心配糖体
メチルジゴキ
シン
ジゴキシン
デスラノシド

強心配糖体の作
用を増 強し、 徐
脈、心室性期外
収縮、房室ブロッ
ク、心室頻拍等
の中毒症状を誘
発するおそれがあ
る。心停止を引き
起こすことがある
1）。治療上やむを
得ないと判断され
る場合を除き、こ
れらの薬剤との併
用は避けること。
やむを得ず併用す
る場 合には、心
電図検査等による
モニタリングを行
い、不整脈の発
現に対応できるよ
うにすること。ま
た、急激にカルシ
ウム濃度を上昇さ
せるような使用法
は避けること。

カルシウムは強
心配糖体の心筋
収縮力増強作用
を強める。

活性型ビタミン
D製剤

アルファカル
シドール
カ ル シ ト リ
オール等

［8.2、9.1.1 参照］

現行のとおり 現行のとおり

10.2 併用注意（併用に注意すること）

薬剤名等 臨床症状・
措置方法

機序・
危険因子

活性型ビタミン
D製剤

アルファカル
シドール
カ ル シ ト リ
オール等

［8.2、9.1.1 参照］

略 略

【改訂の理由】
○「禁忌」の項

企業報告に基づき、「ジギタリス製剤（ジゴキシン等）」に関する注意事項を削除致しました。
○「相互作用（併用禁忌、併用注意）」の項

企業報告に基づき、「併用禁忌」の項から「ジギタリス製剤（ジゴキシン等）」を削除し、「併用注意」の項に「強心
配糖体（メチルジゴキシン、ジゴキシン、デスラノシド）」として追記致しました。

以上　
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今後とも当社製品のご使用にあたって副作用等の有害事象をご経験の際には、当社MRまで、できるだけ速やかに
ご連絡くださいますようお願い申し上げます。

◎DSU（医薬品安全対策情報）No.345掲載予定　（令和8年5月発行予定）
◎�最新の電子添文は医薬品医療機器総合機構の「医療用医薬品情報検索ページ」（https://www.pmda.go.jp/

PmdaSearch/iyakuSearch/）に掲載しています。また当社医療関係者向けホームページ（https://med.nipro.
co.jp/pharmaceuticals）にも掲載しています。
また、専用アプリ｢添文ナビ」で下記GS1バーコードを読み取ることでも、最新の電子添文等をご参照いた
だけます。

塩化カルシウム注 2％「NP」


